
リコーダーの指使いがうまくできない時

発達障害のある子に限りませんが、リコーダーを水平に近い状態で構える子には、穴の位置を把握し

にくいことが原因の場合があります。親指、人指し指は、日常的に細かい作業に利用するので感覚が発

達していますが、他の指は、そうではないことがあります。そうすると目視しないと穴をうまくふさぐ

ことができないので、リコーダーを見やすいように構えます。解決方法としては、そこの感触を変える

方法が、以前、新聞に載っていたので、参考につけます。

魚の目パッチでもよさそうですが、費用が高くなりそうなので…安い材料だと…

薄い両面テープを、ちょっと厚みのある梱包材のフワフワのシートに貼り付けて、形も 100 円ショップ

のクフラフトパンチあたりで作って貼ればおしゃれでいいかもしれません。

他にも指が 1 本 1 本独立して動かせることが苦手な場合もあります。この場合は、指先体操が必要か

も知れません。

よろしければ、試した結果、また、他に良い方法・材料などありましたら、お知らせください。

森沢

魚の目パッチのような医療品は高いので 100円で買えるキズ

防止シールと穴あけポンチで作る。10mm 直径のものは 100

円では買えず、DIY のお店で 350 円




